














































































4 ． 2 ．調査方法
本研究には，新規に開発した『勤務日振り返りシート』（自記式調査票）を用いた。















4 ． 3 ．POMS短縮版について





安（Tension - Anxiety）」，「抑うつ－落込み（Depression - Dejection）」，「怒り－敵意
（Anger - Hostility）」，「活気（Vigor）」，「疲労（Fatigue）」，「混乱（Confusion）」の 6





と比較して，どこに位置に位置するかという得点値で示される。表 4 － 2 にPOMSによ
る判定の目安を示す。本研究でのT値算出には，性差を考慮したT値を算出した。











































小規模多機能居宅介護事業所で働くケアワーカー15名（男性 4 名，女性11名）の 1 か
月（2011年 6 月30日～ 7 月31日）で得られた調査サンプルは175サンプルであった。こ
の中から，欠損値を除いた101サンプル（57.8%）を解析対象とした。




















図 5 ⊖ 5 　POMSのT値とモチベーション
（ワーカーA05：男性）
図 5 ⊖ 6 　POMSのT値とモチベーション
（ワーカーA06：女性）
図 5 ⊖ ₇ 　POMSのT値とモチベーション
（ワーカーA07：女性）





















































5 ． 2 ．POMSのT値とモチベーションの相関分析

























































0.10 -0.11 -0.07 0.39** -0.08 -0.25
A01
（N=10）
0.48 -0.46 -0.20 0.71* 0.57# -0.75*
A02
（N= 7 ）
0.60 0.60 0.59 0.10 0.01 0.25
A03
（N=14）
0.16 0.23 -0.22 0.28 0.34 0.18
A04
（N=11）
－ -0.22 － 0.21 -0.05 -0.14
A05
（N= 9 ）
－ 0.35 － 0.37 － 0.62#
A06
（N= 6 ）
0.47 0.21 0.02 -0.41 -0.39 -0.27
A07
（N= 5 ）
0.86# 0.61 － 0.83# -0.84# 0.43
A08
（N= 9 ）
0.21 -0.19 0.75* 0.52 0.74* -0.08
A09
（N= 9 ）
-0.47 -0.51 -0.52 0.33 -0.33 -0.23
A10
（N=11）
－ － － － － －
A14
（N= 6 ）
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